
CC1：自己資本の構成に関する開示　（三菱UFJ信託銀行・単体） （単位：百万円、％）

普通株式等Tier1 資本に係る基礎項目
普通株式に係る株主資本の額 1,603,819 1,585,005

うち、資本金及び資本剰余金の額 780,249 780,249
うち、利益剰余金の額 1,129,439 1,124,374
うち、自己株式の額（△） 299,999 299,999
うち、社外流出予定額（△） 5,870 19,618
うち、上記以外に該当するものの額 - -

普通株式に係る新株予約権の額 - -
評価・換算差額等及びその他公表準備金の額 589,533 573,100 (a)
普通株式等Tier1 資本に係る基礎項目の額 （イ） 2,193,352 2,158,105

普通株式等Tier1 資本に係る調整項目

54,024 52,470

うち、のれんに係るものの額 336 343

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係る
もの以外のものの額

53,687 52,126

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 - -
繰延ヘッジ損益の額 △ 814 1,675
適格引当金不足額 5,286 5,462
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 - -

- -

前払年金費用の額 256,261 252,594

- -

意図的に保有している他の金融機関等の普通株式の額 - -
少数出資金融機関等の普通株式の額 - -
特定項目に係る十パーセント基準超過額 - -

うち、その他金融機関等に係る対象資本等調達手段のう
ち普通株式に相当するものに関連するものの額

- -

うち、無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに
係るものに限る。）に関連するものの額

- -

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関
連するものの額

- -

特定項目に係る十五パーセント基準超過額 - -

うち、その他金融機関等に係る対象資本等調達手段のう
ち普通株式に相当するものに関連するものの額

- -

うち、無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに
係るものに限る。）に関連するものの額

- -

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関
連するものの額

- -

その他Tier1 資本不足額 - -
普通株式等Tier1 資本に係る調整項目の額 （ロ） 314,757 312,203

普通株式等Tier1 資本
普通株式等Tier1 資本の額（（イ）－（ロ）） （ハ） 1,878,595 1,845,901
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CC1：自己資本の構成に関する開示　（三菱UFJ信託銀行・単体） （単位：百万円、％）

別紙様式
第十三号（CC2）

の参照項目

国際様式の
該当番号

項目 2019年12月末 2019年9月末

その他Tier1 資本に係る基礎項目
31a その他Tier1 資本調達手段に係る株主資本の額 - -
31b その他Tier1 資本調達手段に係る新株予約権の額 - -
32 その他Tier1 資本調達手段に係る負債の額 181,000 153,000

- -

- -

その他Tier1 資本に係る基礎項目の額 （ニ） 181,000 153,000
その他Tier1 資本に係る調整項目

自己保有その他Tier1 資本調達手段の額 - -

- -

少数出資金融機関等のその他Tier1 資本調達手段の額 - -
その他金融機関等のその他Tier1 資本調達手段の額 0 -
Tier2 資本不足額 - -
その他Tier1 資本に係る調整項目の額 （ホ） 0 -

その他Tier1 資本
その他Tier1 資本の額（（ニ）－（ホ）） （ヘ） 180,999 153,000

Tier1 資本
Tier1 資本の額（（ハ）＋（ヘ）) （ト） 2,059,594 1,998,901

Tier2 資本に係る基礎項目
Tier2 資本調達手段に係る株主資本の額 - -
Tier2 資本調達手段に係る新株予約権の額 - -
Tier2 資本調達手段に係る負債の額 184,000 184,000
特別目的会社等の発行するTier2 資本調達手段の額 - -

96,339 106,918

- -

うち、一般貸倒引当金Tier2 算入額 - -
うち、適格引当金Tier2 算入額 - -

Tier2 資本に係る基礎項目の額 （チ） 280,339 290,918
Tier2 資本に係る調整項目

自己保有Tier2 資本調達手段の額 - -

- -

- -

1,936 1,997

Tier2 資本に係る調整項目の額 （リ） 1,936 1,997
Tier2 資本

Tier2 資本の額（（チ）－（リ）） （ヌ） 278,403 288,921
総自己資本

総自己資本の額（（ト）＋（ヌ）） （ル） 2,337,997 2,287,822
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CC1：自己資本の構成に関する開示　（三菱UFJ信託銀行・単体） （単位：百万円、％）

別紙様式
第十三号（CC2）

の参照項目

国際様式の
該当番号

項目 2019年12月末 2019年9月末

リスク・アセット
リスク・アセットの額 （ヲ） 9,877,402 9,566,149

単体自己資本比率
単体普通株式等Tier1 比率（（ハ）／（ヲ）） 19.01% 19.29%
単体Tier1 比率（（ト）／（ヲ）） 20.85% 20.89%
単体総自己資本比率（（ル）／（ヲ）） 23.67% 23.91%

調整項目に係る参考事項

72,722 64,956

83,618 78,702

- -

- -

Tier2 資本に係る基礎項目の額に算入される引当金に関する事項
一般貸倒引当金の額 - -
一般貸倒引当金に係るTier2 資本算入上限額 - -

- -

適格引当金に係るTier2 資本算入上限額 51,156 48,729
資本調達手段に係る経過措置に関する事項

適格旧Tier1 資本調達手段に係る算入上限額 30,000 30,000

- -

適格旧Tier2 資本調達手段に係る算入上限額 120,346 120,346

- -

繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に係る調整項目
不算入額

内部格付手法採用行において、適格引当金の合計額から事業
法人等向けエクスポージャー及びリテール向けエクスポー
ジャーの期待損失額の合計額を控除した額（当該額が零を下
回る場合にあっては、零とする。）

少数出資金融機関等の対象資本等調達手段に係る調整項目
不算入額

その他金融機関等に係る対象資本等調達手段のうち普通株式
に係る調整項目不算入額

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものに
限る。）に係る調整項目不算入額
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適格旧Tier1 資本調達手段の額から適格旧Tier1 資本調達手
段に係る算入上限額を控除した額（当該額が零を下回る場合
にあっては、零とする。）
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